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 26 歳で地元の興居島に戻り、かんきつ栽培していた両親の下で農

業を始めました。その 10 年後、母と妹と一緒に法人を設立し、家族

経営をしています。 

 収入保険への加入を迷っていた時、NOSAI 職員が熱心に勧めてくれ

ました。いつ何が起こるか分からないのが自然災害。万が一の収入減

少に備えて加入を決めました。 

 「平成 30 年 7 月豪雨」で経営の 30％に当たる 80 ㌃の園地が流さ

れ、収入が減少しましたが、収入保険で補てんしていただき今の経営

につながっています。加入していて良かったと思いました。 

 肥料などで経費を調整すると品質や収量に影響し、独自の栽培がで

きません。生産コストの上昇を価格に反映させることは難しいし、収

穫期はアルバイトの人件費も削れません。 

 課題は多いですが、収入保険は、獣害や自然災害のほか、消費低迷、

自身の病気で収穫ができない事態など、平均収入の 9 割を下回った場

合には補填してくれます。経営の安定を求める農家にとってはとても

ありがたいです。 
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